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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外用剤の無水充填組成物を含むカプセルであって、前記充填組成物は、
　１分子あたり９～１６炭素原子を有する分岐鎖炭化水素ベースオイルと、
　０．１～７重量％の少なくとも１つの合成ワックス及び０．１～２重量％の少なくとも
１つの粘土ベースの粘度調整剤と組み合わせた４．０～１６重量％の少なくとも１つのシ
リコーンエラストマーを含む粘度調整剤であって、前記重量％は前記無水充填組成物の総
重量に基づくものである、粘度調整剤と、
　トリアジン誘導体を除く１またはそれ以上のＵＶフィルターと
　を有し、
　前記少なくとも１つの粘土ベースの粘度調整剤は、第四アンモニウム塩とヘクトライト
またはベントナイトとの反応の生成物であり、
　前記無水充填組成物は、実質的に均質である皮膚上にフィルムを形成することが可能で
あり、
　前記無水充填組成物は、１０，０００ｃＰ～６０，０００ｃＰの粘度を有し、および
　前記カプセルは、０．０９ｍＬ～４.５ｍＬの単位容量を提供するようにサイズ化され
るソフトゲルカプセルである、
　カプセル。
【請求項２】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記ベースオイルはイソドデカンであり、前記シリ
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コーンエラストマー粘度調整剤は架橋シロキサンポリマーである、カプセル。
【請求項３】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記ベースオイルはイソドデカンである、カプセル
。
【請求項４】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記分岐鎖炭化水素ベースオイルは、３０～６５重
量％の量で存在し、前記１またはそれ以上のＵＶフィルターは、８～２０重量％の量で存
在し、ＵＶ安定剤は、０.５～１０重量％の量で存在し、皮膚調整剤は、５～２０重量％
の量で存在し、前記各重量％は前記無水充填組成物の総重量に基づくものである、カプセ
ル。
【請求項５】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記１またはそれ以上のＵＶフィルターはメトキシ
ケイヒ酸アルキルを有するものである、カプセル。
【請求項６】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記１またはそれ以上のＵＶフィルターは、メトキ
シケイヒ酸エチルヘキシル、メトキシケイヒ酸オクチル、メトキシケイヒ酸イソアミル、
およびそれらの組み合わせから成る群から選択されるものである、カプセル。
【請求項７】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記１またはそれ以上のＵＶフィルターは、メトキ
シケイヒ酸エチルヘキシル、メトキシケイヒ酸オクチル、メトキシケイヒ酸イソアミル、
オキシベンゾン、ホモサラート、オクトクリレン、サリチル酸オクチル、アヴォベンゾン
、二酸化チタン、酸化亜鉛、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、お
よびそれらの組み合わせから成る群から選択されるものである、カプセル。
【請求項８】
　請求項１記載のカプセルであって、さらに、１またはそれ以上の光安定剤を有する、カ
プセル。
【請求項９】
　請求項８記載のカプセルにおいて、前記１またはそれ以上の光安定剤は、ジエチルアミ
ノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、エチルヘキシルメトキシクリレン、およびマ
ロン酸ジエチルヘキシルシリンギリデンから選択される少なくとも１つの光安定剤を有す
るものである、カプセル。
【請求項１０】
　請求項１記載のカプセルであって、さらに、少なくとも１つのＵＶ防御促進剤を有する
、カプセル。
【請求項１１】
　請求項１０記載のカプセルにおいて、前記少なくとも１つのＵＶ防御促進剤は、光安定
剤、フィルム形成剤、および酸化防止剤から選択されるものである、カプセル。
【請求項１２】
　請求項１記載のカプセルであって、さらに、少なくとも１つのシリカベースの粘度調整
剤を有するものである、カプセル。
【請求項１３】
　請求項１記載のカプセルにおいて、前記少なくとも１つのシリコーンエラストマー粘度
調整剤は、ＩＮＣＩポリシリコーン－１１、ＩＮＣＩビニルジメチル／トリメチルシロキ
シシリケート／ジメチコンクロスポリマー、ＩＮＣＩジメチコン／ビニルジメチコンクロ
スポリマー、およびＩＮＣＩジメチコンクロスポリマーから成る群から選択されるもので
ある、カプセル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紫外（ＵＶ）フィルターおよび選択的に１つまたはそれ以上のＵＶ防御促進
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剤のための安定した無水性媒材を提供する充填製剤に関する。特に、充填製剤はカプセル
、パール、およびドロップ単位服用量技術と適合性のあるスキンケア製剤中に日焼け防止
を含有可能にすることを提供する。
【背景技術】
【０００２】
　老化に関しては多くの理論があり、いくつかの定着した理論は、一連の内因性現象（年
代老化）と同様に遺伝子的、構造的要因に関連する経時的役割ばかりでなく、皮膚老化（
紫外線による老化）を加速させ、早める光によって誘起された遊離基の役割が考えられる
。紫外線による老化は主に日光露出の程度および皮膚色素（光線タイプ）による。
【０００３】
　日光から皮膚を毎日保護することが重要であるのはよく知られている。ビーチで一日を
過ごすにしても、用事で走り回るにしても、紫外線対策は必要不可欠である。衣服で覆わ
れない皮膚全体にはサンスクリーンを毎日適用するべきである。多種の日焼け止め製品は
、次第に、日常的な保護のために作られたＳＰＦを有するようになっている。
【０００４】
　ＵＶフィルターを含有する外用製剤をカプセル化するソフトゼラチン、非ゼラチンベー
スのカプセル（Ｖｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセルまたはＯｐｔｉＳｈｅｌｌ（商標）カ
プセルとしても知られている）を有することは重要であるだろう。
【０００５】
　多種多様な形状の日焼け防止の製品は現在市場で需要がある。しかしながら、そのよう
な日焼け防止製品は最小限の日焼け防止指数（ＳＰＦ）を提供しなければならず、通常で
は少なくともＳＰＦ１５が必要とされる。しかしながら、ゼラチンベースのカプセルおよ
びＶｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセル、またはＯｐｔｉＳｈｅｌｌ（商標）カプセルのよ
うなカプセルシェル技術に適合可能で、且つＵＶフィルターおよびＵＶ防御促進剤を含む
製品の実際の市場要件を満たす外用剤の製品は、多くの困難に直面している。
【０００６】
　一つの課題は粘度の低下が、特に無水製剤においてＵＶフィルターが加えられた際に見
られるということである。粘度の低下は、製品の質感および肌触りにおいてマイナス効果
を持ち、また皮膚に適用される際に製剤の特性を形成するフィルムに影響を与える。また
、製品の粘度は、製剤を再生産的にカプセル化する能力と同様に製剤の物理的安定性にも
影響を及ぼす。フィルム形成および質感特性は、日焼け防止指数を有する外用ケア剤およ
び日焼け止め製品にとって重要であり得る。例えば、製剤のフィルム形成特性は、皮膚に
適用する際に製品によって提供される日焼け防止指数に影響を与える。質感や肌触りの特
性は、製品に対する需要者承認のために重要である。さらに、適切な製剤は製剤内に他の
スキンケア活性が含有可能であることが理想的である。
【０００７】
　ＵＶ成分を含む外用製剤を供給するソフトゼラチンやＶｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセ
ルの使用は、ＳＰＦ割合を潜在的に提供するＵＶ成分を含む充填組成物を調剤するために
魅力的で便利な使い切りのオプションを提供する。通常は、これらのカプセルは充填材料
約０．０９ｍｌ～約４．５ｍｌの単位用量を含有し、充填材料を調合するための「ねじ切
り」、または他の一方の端で取り外し可能な形状を有する。そのようなソフトゼラチンや
Ｖｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセルは、経口投薬製剤のソフトゲルの調製で良く知られた
方法、例えば、ソフトゲルの理想的な形を形成するために表面に空洞部分が成形された１
ペアの円筒金の間を通過する時点で２枚のゼラチンシート間で充填材料をカプセル化する
ことによって調製され得る。
【０００８】
　標準的な他のカプセル化技術と適合する製剤、およびＪｉｎｔａｎ（商標）および液体
が詰まった２個の部分から成るハードシェルカプセル技術を含むカプセル形状を提供する
ことも理想的である。
【０００９】
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　本発明はＳＰＦをサポートするＵＶ成分が包含された製剤を提供し、且つ異なったカプ
セル化技術およびカプセル形状との適合性を提供する。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許第５，０８２，６６１号明細書
　　（特許文献２）　米国特許第６，２４８，３３９号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２００４／０００５２７９号明細書
　　（特許文献４）　米国特許出願公開第２００４／０２２８８２１号明細書
　　（特許文献５）　米国特許出願公開第２０１０／０３３００１１号明細書
　　（特許文献６）　米国特許出願公開第２０１２／０１８９６７６号明細書
　　（特許文献７）　国際公開第２０１２／１４３３４４号
　　（特許文献８）　特開２００３－０６３９２７号公報
　　（特許文献９）　米国特許第６，１２４，３４８号明細書
　　（特許文献１０）　米国特許出願公開第２０１０／００１００９１号明細書
　　（特許文献１１）　米国特許出願公開第２０１１／０２００５４３号明細書
　　（特許文献１２）　米国特許出願公開第２０１２／０１２８６１１号明細書
　　（特許文献１３）　米国特許出願公開第２０１２／０３２１５７６号明細書
　　（特許文献１４）　米国特許出願公開第２０１３／００７１３４１号明細書
　　（特許文献１５）　米国特許出願公開第２０１３／０２３０４７４号明細書
　　（特許文献１６）　欧州特許出願公開第２１２７６３３号明細書
　　（特許文献１７）　欧州特許出願公開第２２６６５２７号明細書
　（非特許文献）
　　（非特許文献１）　"Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＵＶ　Ｓｈｉｅｌｄ　ＳＰＦ　３０"，Ｍ
ｉｎｔｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３１；　Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　２００９；　ｒｅｔｒ
ｉｅｖｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．ｃｏｍ；　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｎｏ．１１５９８３７；
　　（非特許文献２）　"Ｎａｔｕｒａｌ　Ｓｕｎｂｌｏｃｋ　ＳＰＦ　５０"，Ｍｉｎｔ
ｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３２；　Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　２００９；　ｒｅｔｒｉｅｖ
ｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．ｃｏｍ
　　（非特許文献３）　"Ｒｅｓｉｓｔａｎｔｉｅｌ　ＵＶ　ＡＧＸｐｅｒｔ　ＳＰＦ　
５０／ＰＡ＋＋＋＋"，Ｍｉｎｔｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３３；　Ａｐｒｉｌ　２０
１３；　ｒｅｔｒｉｅｖｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．ｃｏｍ；　Ｄａｔａｂａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．２０５６７８５．
　　（非特許文献４）　"Ｑｕｉｃｋｉｅｓ　Ｐｏｃｋｅｔ　Ｐａｃｋｓ　Ｐｈｏｔｏ　
Ａｇｅ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｇｅｌ"，Ｍｉｎｔｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３４；
　Ｆｅｂｒｕａｒｙ　２００５；　ｒｅｔｒｉｅｖｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．
ｃｏｍ；　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．１０２０７９７１．
　　（非特許文献５）　"Ｅｖｅｒｙｄａｙ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｂａｓｅ"，Ｍｉｎ
ｔｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３５；　Ｆｅｂｒｕａｒｙ　２００５；　ｒｅｔｒｉｅｖ
ｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．ｃｏｍ；　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ
　Ｎｏ．３３６２９７．
　　（非特許文献６）　"Ｇｌｙｍｅｄ　Ｐｌｕｓ　－　Ｂｏｄｙ　Ｓｕｎ　Ｇｅｌ"，Ｍ
ｉｎｔｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３６；　Ａｕｇｕｓｔ　２００４；　ｒｅｔｒｉｅｖ
ｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．ｃｏｍ；　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ
　Ｎｏ．１０１８４３６８．
　　（非特許文献７）　"Ｋｒｅｍ　Ｏｃｈｒｏｎｎｙ　ｄｏ　Ｃｅｒｙ　Ｆｏｔｏｗｒ
ａｚｌｉｗｅｊ　Ｂｏｄｙ　Ｃｒｅａｍ"，Ｍｉｎｔｅｌ；　ＸＰ００２７７０５３７；
　Ａｕｇｕｓｔ　２００３；　ｒｅｔｒｉｅｖｅｄ　ｆｒｏｍ　ｗｗｗ．ｇｎｐｄ．ｃｏ
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ｍ；　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．２２３４９４．
　　（非特許文献８）　Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ；　Ｍａｉｌｅ
ｄ　２０１７－０６－２６　ｆｏｒ　ＥＰ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｎｏ．ＥＰ１５７
５２６７３．３
　　（非特許文献９）　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ　ａ
ｎｄ　Ｗｒｉｔｔｅｎ　Ｏｐｉｎｉｏｎ；　Ｍａｉｌｅｄ　２０１５－０５－２８　ｆｏ
ｒ　ＰＣＴ／ＵＳ２０１５／０１６２６７
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　１つの観点によれば、本発明は、９～１６炭素原子および粘度調整剤を有する分岐炭化
水素ベースのオイルから成る無水ベースの組成物を提供する。
【００１１】
　２つ目の観点によれば、本発明は、多種多様のカプセル技術に適合可能な保存に安定し
た無水充填製剤を提供し、またそれはＵＶフィルターや選択的に１もしくはそれ以上のＵ
Ｖ防御促進剤のような１もしくはそれ以上のＵＶ成分ばかりでなく、ベースオイルおよび
粘度調整剤を含む無水ベース組成物を含む。
【００１２】
　３つ目の観点によれば、本発明は、ソフトゼラチンカプセルシェルおよびシェル内の無
水充填材料から成るＵＶフィルターを含むソフトカプセル製剤を提供し、またそれは調剤
する際に１もしくはそれ以上の日焼け防止含有量を含むフィルムを提供する。充填材料は
本発明に基づく充填材料であっても良く、また粘度の高い炭化水素オイル、ＵＶフィルタ
ー、および選択的に１もしくはそれ以上のＵＶ防御促進剤を含んでも良い。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、実施例１の製品の短期的な効果の主観的評価の結果を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　説明の目的のため、以下本発明の原理がさまざまな例示的な実施形態を参照して解説さ
れる。特定の実施形態がここで具体的に述べられているが、当業者であれば同じ原理が他
の手段および方法に同様に応用可能であり、使用できることが容易に認識出来るはずであ
る。本発明について開示する実施形態を詳細に説明する前に、示されているどの特定の実
施形態の詳細にも本発明の利用を限定しないことが理解されるべきである。さらに、ここ
で用いられる用語は説明のためのものであり限定のためのものではない。また、ここで示
される特定の順序の工程に触れているいくつかの手法については、多くの場合、これらの
工程が当業者によって認識されるようなどの順序によってでも実行可能なものであり、よ
って本新規手法はここに開示される特定の工程順序に限定されるものではない。
【００１５】
　ここおよび特許請求の範囲にて用いられる、単数形の「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈ
ｅ」は文脈から明らかにそうでない限り、複数の対象を含むものとする。さらに、「ａ」
、（または「ａｎ」）、「ｏｎｅ　ｏｒ　ｍｏｒｅ」および「ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ
」の表現は互換可能に用いられる。「cｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」、「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ」
、「ｈａｖｉｎｇ」および「ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｅｄ　ｆｒｏｍ」などの表現もまた互換
可能に用いられるものとする。
【００１６】
　ここで用いられる「カプセル」は２個のハードシェルまたはソフトゼラチンおよび／ま
たはロータリー式ダイマシーンを利用して製造される非ゼラチンカプセルを示す。
【００１７】
　ここで用いられる「単位容量」は、約０．０９ｍｌから４．５ｍｌの量を示す。
【００１８】



(6) JP 6765308 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

　一つの実施形態において、本発明は粘度の高い炭化水素成分およびＵＶ成分を含む充填
製剤のベースに関連する。ＵＶ成分は１もしくはそれ以上のＵＶフィルターおよび選択的
に１もしくはそれ以上のＵＶ防御促進剤を含んでも良い。このベースは、日焼け止め成分
を含む製剤および様々なタイプのアンチエイジング製品の使用のために設計された製剤を
含む広範囲の製剤に使用され得る。
【００１９】
　別の実施形態において、本発明は単回使用分の容器を使って単回使用分のアプリケーシ
ョンに適用される充填製剤に関連する。充填製剤は１もしくはそれ以上のＵＶ材料を含む
。充填製剤は保存に安定しており、アプリケーションによりフィルム形成可能で、ソフト
ゲルカプセルおよびハードシェルカプセルを含む多種多様な単回使用の容器技術に適合可
能である。
【００２０】
　別の実施形態において、本発明は充填内に１もしくはそれ以上のＵＶ材料を含むソフト
ゲルカプセル製剤に関連する。この発明による製剤は安定しており、美容上受け入れ可能
な外用組成物を提供し、パールおよびドロップに適合可能であると同様にソフトゲルまた
はＶｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセルを含むがそれに限定されないソフトゲルカプセルの
安定性を損なわず、本発明はＵＶフィルターおよびサンスクリーン、便利な単回使用容器
中に選択的に１もしくはそれ以上のＵＶ防御促進を含む魅力的な外用製剤を提供する。本
発明の単回投与製剤はまた他の無水充填／油状充填の適合システム、例えば、２つのハー
ドシェルカプセル、ジンタンカプセル、動物のおよび非ゼラチンベースのカプセルシェル
技術、およびＶｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセル製剤においても使用可能である。
【００２１】
　充填製剤とＵＶ成分およびカプセル技術の適合力によって皮膚上に均質のフィルムを形
成することが可能な組成物を単位用量形式で提供することが可能になる。結果として、そ
の組成物は、皮膚に対して他の好ましい製品特性を提供できるばかりでなく、日焼け防止
指数（ＳＰＦ）の媒体としても使用され得る。本発明の製剤の質感は、少なくともＵＶフ
ィルターおよび１もしくはそれ以上のＵＶ防御促進剤を含むＵＶ成分の含有を許容し、そ
れが今度はカプセルのような単位用量納入形式によって提供されたものを含む広範囲の日
焼け止め製剤でＳＰＦ使用可能性を提供することになる。
【００２２】
　本発明のベース組成物は様々な成分を含み得る。一つの実施形態では、ベース組成物１
もしくはそれ以上のＵＶフィルターおよび１もしくはそれ以上のＵＶ防御促進剤を補助す
る粘度の高い炭化水素ベースを含む。粘度の高い炭化水素ベースは、無水外用剤の形状で
ある充填組成物を形成するために使用される。
【００２３】
　本発明のベース組成物は、１もしくはそれ以上の部分的に軽い揮発性油を含んでも良い
。適切な油は炭素および水素のみ含む炭化水素である。一つの実施形態では炭化水素の油
は９～１６炭素原子を有する分岐脂肪族炭化水素であっても良い。炭化水素油の一つの実
施例はイソドデカンである。
【００２４】
　本発明に使用可能な他の揮発性油の種類は、例えば、ジシロキサン、トリシロキサン、
およびジメチコンのような低粘性直鎖シロキサンを含む。いくつかの実施形態では揮発性
油は下記に記された粘度調整剤の溶媒としての役割を果たす。
【００２５】
　炭化水素油の粘度は、１もしくはそれ以上の適切な粘度調整剤を使って調整される。あ
る実施形態では、炭化水素油の成分は粘度の高く、ゲル状のものであり、増粘剤の一つの
みまたは組み合わせである１もしくはそれ以上の粘度調整剤を使ってその粘度を高めてい
る。適切な粘度調整剤は、例えば、シリカ、ヒュームドシリカ、およびシリル化シリカ、
ジメチルシリル化シリカ、ジメチコンシリル化シリカ、および他の無水粘度調整剤のよう
な反応生成物を含む。例えば、第四アンモニウム塩とジステアルジモニウムヘクトライト
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、ステアラルコニウムベントナイトおよびステアラルコニウムヘクトライトのようなヘク
トライトまたはベントナイトとの反応によって得られる。ヘクトライトは、ベネトナイト
粘土の主要な構成要素であるモンモリロナイトミネラルの一つである。ベネトナイトは、
天然の含水コロイド状ケイ酸アルミニウム粘土である。他の適切な粘度調整剤は、例えば
、プロピレンカーボネート、ジカプリルカーボネート、架橋シロキサンポリマー、ポリジ
メチルシロキサン、ポリエチレンポリマーのような合成ワックスのように大部分が少なく
とも３０もしくはそれ以上の炭素原子を有するポリマー単位で作られたカーボネートを含
む。ポリエチレンは、５０℃～１２０℃の融点範囲を有しても良い。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、粘度、安定性、皮膚感触、フィルム形成力および材料をカプ
セル化する能力の間でのバランスを提供するために２もしくはそれ以上の粘度調整剤を組
み合わせて使用することが望ましい。この目的で使用する粘度調整剤の一つの種類は、シ
リコンエラストマーである。シリコンエラストマーは、１もしくはそれ以上の他の種類の
粘度調整剤を組み合わせて使用され得る。例えば、１もしくはそれ以上のシリコンエラス
トマーと１もしくはそれ以上の合成ワックスとを組み合わせて使用されても良い。他の組
み合わせはシリコンエラストマーと１もしくはそれ以上の粘土ベースの粘度調整剤、また
はシリコンエラストマー、合成ワックスおよび粘土ベースの粘度調整剤の組み合わせ、ま
たは合成ワックスおよび粘土ベースの粘度調整剤の組み合わせを含む。前述の夫々の組み
合わせは、さらに１もしくはそれ以上のシリカベースの粘度調整剤と組み合わせても良い
。
【００２７】
　シリコンエアラストマー粘度調整剤は、例えば、架橋シロキサンポリマーおよびポリジ
メチルシロキサンを含む。より具体的な例は、ＩＮＣＩポリシリコン－１１、溶媒の存在
下でのビスビニルジメチコンおよびハイドロゲンジメチコンの反応によって形成される架
橋ジメチルシロキサンを含む。ビスビニルジメチコンはジメチコンの誘導体であり、その
１つのメチル基のシロキサン鎖の夫々の末端でビニル基に置換される。ハイドロゲンジメ
チコンはジメチコンの誘導体であり、そのメチル基のいくつかは水素原子で置換される。
ＩＮＣＩは化粧品成分の国際的表示名称（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｍｅｎｃｌ
ａｔｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓ）を意味する。
【００２８】
　他の適切な架橋シロキサンポリマーは架橋ハイドロゲンジメチコンとビニルジメチル／
トリメチルシロキシシリケートによって形成されるＩＮＣＩビニルジメチル／トリメチル
シロキシシリケート／ジメチコンクロスポリマーである。
【００２９】
　他の適切な架橋シロキサンポリマーは、ハイドロゲンジメチコンおよびビニルジメチコ
ンの反応によって形成される架橋ジメチルシロキサンポリマーであるＩＮＣＩジメチコン
／ビニルジメチコンクロスポリマーである。ビニルジメチコンはいくつかのメチル基がビ
ニル基によって置換されるジメチコンの誘導体である。ビニル基はシロキサン鎖の末端ま
たはシロキサン鎖に側鎖して存在し得る。
【００３０】
　他の適切な架橋シロキサンポリマーはＩＮＣＩジメチコンクロスポリマーであり、それ
はアルキル基と架橋されたジメチコンのポリマーであり、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＥＬ
　８０４０ＩＤとして利用可能である。２もしくはそれ以上のこれらのシリコンエラスト
マーの混合物は、単体で使用されても良く、または他の粘度調整剤との組み合わせで使用
しても良い。
【００３１】
　充填組成物において使用されるシリコンエラストマー粘度調整剤の量は約４．０～約１
６．０ｗｔ％であっても良く、より好ましくは約５～約１４ｗｔ％である。
【００３２】
　合成ワックス粘度調整剤は、例えば、ポリエチレンポリマーを含み、それは大部分が少
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なくとも３０もしくはそれ以上の炭素原子を有するポリマー単位から成る。好ましいポリ
エチレンワックスは０．１～１０％間、より好ましくは６０℃～８０℃の融点範囲を有す
る２６もしくはそれ以上の炭素原子を有する０．５～５％間のポリマー単位のように低レ
ベルを含むものである。粘度が高く、フィルム形成が可能で、且つ製品の皮膚触感を改善
できるのでポリエチレンが好ましい。２もしくはそれ以上の合成ワックス材料の混合物は
単体で使用されても良く、また他の粘度調整剤との組み合わせで使用されても良い。充填
組成物において使用される合成ワックス粘度調整剤の量は、約０．１～約７ｗｔ％であっ
ても良く、より好ましくは約０．５～約５ｗｔ％である。
【００３３】
　粘土ベースの粘度調整剤は、例えば第四アンモニウム塩と、ジステアルジモニウムヘク
トライト、ステアラルコニウムベントナイトおよびステアラルコニウムヘクトライトのよ
うなヘクトライトまたはベネトライトの反応によって得られた粘度調整剤を含む。ヘクト
ライトはベネトナイト粘土の主要な構成要素であるモンモリロナイトミネラルの一つであ
る。ベネトナイトは、天然の含水コロイド状ケイ酸アルミニウム粘土である。２もしくは
それ以上のこれらのミネラルの組み合わせは、単体で使用されても良く、または他の粘度
調整剤との組み合わせで使用されても良い。充填組成物において使用される粘土ベースの
粘度調整剤の量は、約０．１～約２ｗｔ％であっても良く、より好ましくは約０．１５～
約１ｗｔ％である。
【００３４】
　シリカベースの粘度調整剤は、例えば、シリカ、ヒュームドシリカ、およびシリル化シ
リカ、ジメチルシリル化シリカ、ジメチコンシリル化シリカ、および他の無水粘度調整剤
のような反応生成物を含む。２もしくはそれ以上のこれらのミネラルの混合物は単体で使
用されても良く、または他の粘度調整剤との組み合わせで使用されても良い。充填組成物
において使用されるシリカベースの粘度調整剤の量は、約０．０１～約５ｗｔ％であって
も良く、より好ましくは約０．０２～約３．５ｗｔ％である。
【００３５】
　一つの特に適切なベースオイル組成物は、ＩＮＣＩポリシリコン－１１、ＩＮＣＩビニ
ルジメチル／トリメチルシロキシシリケート／ジメチコンクロスポリマー、ＩＮＣＩジメ
チコン／ビニルジメチコンクロスポリマーおよびＩＮＣＩビニルジメチコンクロスポリマ
ーのような架橋シロキサンポリマーと粘度の高いイソドデカンのような粘度の高い炭化水
素油組成物である。
【００３６】
　本発明はまた、他の種類の外用剤ばかりでなく、美容剤、日焼け止め製品、市販（ＯＴ
Ｃ）の外用剤、医療外用剤、医薬製品として使用する充填製剤に関連する。本発明の充填
製剤は、上記のベース組成物、およびＵＶフィルター、および選択的に１もしくはそれ以
上のＵＶ防御促進剤のようなＵＶ成分から成っても良い。充填製剤はさらに選択的に１も
しくはそれ以上の付加的ＵＶフィルターから成る。本発明に基づく典型的な充填製剤は例
えば下記の表１に示される成分を含んでも良い。
【００３７】
【表１】

【００３８】
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　ＵＶフィルターはＵＶ波長領域内で、特に２９０～４００の波長で放射線を吸収し、反
射し、散乱させる成分である。本発明の充填組成物は１もしくはそれ以上のＵＶフィルタ
ーを含んでも良い。本発明で使用され得るＵＶフィルターの一つの種類は、トリアジン誘
導体に基づくＵＶフィルター物質である。本発明で使用され得る一つの分類は、メトキシ
ケイヒ酸エチルヘキシル、メトキシケイヒ酸オクチル、メトキシケイヒ酸イソアミルのよ
うなメトキシケイヒ酸アルキルを含む。本発明で使用され得る他のＵＶフィルターは、オ
キシベンゾン、ホモサラート、オクトクリレン、サリチル酸オクチル、アヴォベンゾン、
二酸化チタン、酸化亜鉛を含む。ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル
もまたＵＶフィルター物質に使用され得る。
【００３９】
　ＵＶ防御促進剤は、製剤効率を改善する成分、光安定剤、塗膜形成剤、酸化防止剤、お
よびＵＶフィルターの溶解力を改善する成分のような成分である。充填製剤はＵＶ促進剤
の混合物ばかりでなく、選択的に１もしくはそれ以上のこれら夫々のＵＶ促進剤を含む。
【００４０】
　光安定剤は光によって誘発される化学的または物理的劣化から製品を保護するために化
粧品に使用される。多くの製品において、ＵＶフィルターと光安定剤の組み合わせは紫外
線から皮膚や髪を保護するために利用される。本発明の充填組成物は光安定剤または１も
しくはそれ以上のＵＶフィルターおよび１もしくはそれ以上の光安定剤の組み合わせを含
んでも良い。適切な光安定剤は、例えば、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸
ヘキシル、エチルヘキシルメトキシクリレンおよびマロン酸ジエチルヘキシルシリンギリ
デンを含んでも良い。
【００４１】
　ＵＶフィルターおよび光安定剤の特に有用な組み合わせは、ジエチルアミノヒドロキシ
ベンゾイル安息香酸ヘキシルと組み合わせたメトキシケイヒ酸エチルヘキシルである。こ
の組み合わせは単体、または他の光安定剤との組み合わせ、ＩＳＯ２４４４４の方法およ
び７．２のＵＶＡ防御指数（ＰＦ）を使ってインビボ測定で測られた時、ＩＳＯ２４４４
３の方法を使ってインビボ測定で測られた時に１５のＳＰＦまたは２０以上のＳＰＦを提
供し得る。
【００４２】
　充填製剤の最終的な粘度範囲は１０，０００ｃＰ（センチポイズ）～６０，０００ｃＰ
、または２０，０００ｃＰ～５０，０００ｃＰである。
【００４３】
　充填製剤は、例えば、光保護効果、皮膚光沢剤、外観を改善し、柔軟性を復元し、皮膚
を保護するための皮膚調整剤、皮膚平滑原料、皮膚平滑剤、保湿剤、メラニン抑制剤、フ
リーラディカル消光剤、抗炎症薬、およびそれらの混合物を有する化合物のような他の選
択的な成分を含む。これらの追加材料は、これらの成分を使用する製品の当業者に周知で
ある従来の量で利用され得る。
【００４４】
　本願の充填製剤は、日光によるダメージから皮膚を保護するのを助け、選択的に早い段
階で皮膚老化を防ぐのを助ける日焼け止め製品の形状で日常的に使用され得る。これらの
製品は、単位投与量でのソフトゲルまたはＶｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセルで便利に提
供され得る。充填製剤は、投薬される際にアプリケーションによりその製品のＳＰＦを強
化し得るので、実質的に均質である皮膚上にフィルムを形成するように作られる。
【００４５】
　本発明の製剤は、日焼け防止を提供するために、例えば、少なくとも１５のＳＰＦまた
は少なくとも２０のＳＰＦを提供するために利用され得る。１もしくはそれ以上のＵＶフ
ィルターおよび選択的に１もしくはそれ以上のＵＶ防御促進剤は、必要に応じてＳＰＦ１
５または２０を提供するように利用される。
【００４６】
　本発明に基づくアンチエイジング、スキンケア薬理学的なまたは化粧品製剤はしわを軽
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減し、特に短期間で、皮膚を明るくし、メラニンの黒ずんだ部分を軽減したり防いだりす
るのを助け、および／またはフリーラディカル保護を提供する。一つの実施形態では、本
発明は短期間のしわ軽減効果および日焼け防止を、長期間の皮膚を明るくする効果と組み
合わせて作られる日常使用の製品を提供する。
【００４７】
　さらなる形態において、本発明は上記のように充填製剤を含むカプセルに関連する。カ
プセルは、例えば、ソフトゲルまたはＶｅｇｉｃａｐｓ（商標）カプセルであっても良い
。他の実施形態では、カプセルはハードシェルカプセルであっても良い。いくつかの実施
形態では、カプセルはゼラチンから成り、他の実施形態ではカプセルはカプセル組成物内
にゼラチンを使用する。一つの実施形態では、カプセルは充填製剤の単位投薬量を提供す
るように製造される。
【００４８】
　本明細書において記載されたサイズ範囲およびそれに類似したもののような数字範囲は
、特に記載がなければ適宜検討されるべきである。成分名はＩＮＣＩ　ｗｅｂ　ｂａｓｅ
ｄ　ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔ
ｉｏｎａｒｙ　&　ＨａｎｄｂｏｏｋおよびＣｏｎＩｎｇ　ｃｏｓｍｅｔｉｃ　ｉｎｇｒ
ｅｄｉｅｎｔｓ　ｄａｔａｂａｓｅから抽出される。
【００４９】
実施例１
　次の実施例は、本開示の方法と組成物の具体例であるが、それに制限されない。本分野
で通常直面する、および当業者にとっては明白である様々な状態およびパラメーターの他
の適切な変更や適応は本開示の範囲内である。
【００５０】
　表２の製剤は日常の日焼け止め製品の日焼け防止指数>／＝１５を提供するために利用
された。製剤の基本成分は、製剤の総量に基づいて重量百分率で定められた量で下記の表
２に記される。製剤はベースオイルとしてイソドデカン、および粘度調整剤としてポリエ
チレン、シリカ、ジメチコンクロスポリマー、ステアラルコニウムヘクトライト、ポリピ
レンカーボネート、およびジカプリルカーボネートを含む。製剤は、日光のダメージから
皮膚を保護し、紫外線による老化を防ぐのを助ける目的でジエチルアミノヒドロキシベン
ゾイル安息香酸ヘキシル、エチルヘキシルメトキシクリレンおよびマロン酸ジエチルヘキ
シルシリンギリデンばかりでなくメトキシケイヒ酸エチルヘキシルＵＶフィルターを含む
。
【００５１】
【表２】
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【００５２】
　表２の組成物はＵＶ防止指数が検査され、その結果は下記の表３で示される。
【００５３】
【表３】

【００５４】
　表２の製品の主観評価は１８歳～５５歳の３０人のボランティアのテスト被験者に製品
を提供することによって実行された。製品の日常的なアプリケーションは、実際に、テス
ト被験者らにより通常の使用条件下で自宅にて実行された。最初のアプリケーション後少
なくとも２時間でボランティアらは製品の主観評価を提供した。主観評価の結果は図１に
示される。図１の主観評価は、製品がボランティア被験者らにとって非常に好評であった
ことを示す。
【００５５】
　本発明の多くの特徴および利点を、本発明の構造および機能の詳細と共に上述の説明で
明らかにしてきたが、本開示は例示に留まり特に要素の形状、サイズおよび配置などの態
様については、本発明の原理の枠内かつ添付の特許請求の範囲で用いられる言葉がとりう
る意味を最大限に用いて変更が加えられることが可能である。
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